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幼稚園および保育者養成校での利用を 
想定した幼児用電子掲示板システムの提案 

 

坂東 宏和†1  大即 洋子†2 
大島 浩太†3  小野 和†4 

 
本稿では，幼児に，多くの他者との多様なかかわりの機会や場を提供すること

を目的とした PC およびインターネットの活用方法について述べる．インターネッ
トに接続した PC を，自由遊びなどの時間に，絵本などと同様の幼児だけでも利用
できる遊具の 1 つとして利用することを検討する．さらに，利用方法の具体的な
一例として，「絵と音声によるコミュニケーション」，「紙ベースの投稿・返信」，「幼
児だけでも利用可能」の 3 点を基本設計とする「幼児用電子掲示板システム」を
提案・試作する．一つの幼稚園内の利用に限定した形で行った試行の結果，電子
掲示板を介しても，十分コミュニケーションを取れることが示唆された．一方，
音声録音が難しいなどのいくつかの問題や課題が明らかになった．今後は，これ
らの問題を改善するとともに，様々な試行を重ね，より詳細に検討していく予定
である． 

 

A proposal to introduce BBS 
to preschools and teachers training schools 

 

Hirokazu Bandoh†1  Yoko Otsuki†2 
Kohta Ohshima†3  Kazu Ono†4 

 
This paper describes about introduction of an electronic bulletin board system (BBS) 

aimed at use by preschool children as an example of computerized preschool education.  
It provides kids a diversity of communication with all sorts of others.  We consider 
bringing in on-line PC to a playroom as a toy like reading books in free time.  We 
designed an electronic pinup board system simplified previous BBS on three principles; 
visual and auditory communication, paper based approaches and usability by kids 
themselves.  After a trial use in single kindergarten, it was found out communicative 
efficiency and also operation difficulty to record voice without teachers’ advices.  This 
result suggested necessity of further improvement in detail after plenty of trials and 
importance of computerized communication in preschool education.

 
 

1. はじめに 

幼児は，家庭や幼稚園，保育所での日々の生活の中で，自身の興味や関心に基づい

た直接的な体験を通して，豊かな心情や意欲などを培い，様々なことを学んでいく．

文部科学省は，幼稚園教育要領解説の中で「人間の生活や発達は，周囲の環境との相

互関係によって行われるものであり，それを切り離して考えることはできない．特に，

幼児期は心身の発達が著しく，環境からの影響を大きく受ける時期である．したがっ

て，この時期にどのような環境の下で生活し，その環境にどのようにかかわったかが

将来にわたる発達や人間としての生き方に重要な意味をもつ」1)と述べている．また，

厚生労働省は，保育所保育指針の中で「子どもの発達は，子どもがそれまでの体験を

基にして，環境に働きかけ，環境との相互作用を通して，豊かな心情，意欲及び態度

を身に付け，新たな能力を獲得していく過程である」2)と述べている．つまり，幼児

の健全な発達のためには，幼児にとってより良い環境を整えることが重要なのである．

環境には，遊具などの物的な環境だけではなく，教師や友達などの他者とのかかわり

も含まれる．幼児は，他者とのかかわりを通じて，自分の力で行動することの充実感，

愛情や信頼感，協調の態度，社会生活における望ましい習慣や態度などを味わい，ま

た，身に付けていく 1),2)．例えば，友達と一緒に遊ぶことを通じて，喜びや哀しみな

どの感情を共有したり，多様な考え方や個性を持った人々の存在に気付いたりする．

また，自分の想いを伝えようと努力する中で，次第に相手にも自分に伝えたいことが

あることに気が付き，他者の思いを感じ取れるようになっていく．そして，これらの

経験を基にして，他者の気持ちを理解した上での共感や思いやりの行動ができるよう

になるのである． 
このように，幼児期において，多くの他者と多様なかかわりを持つことは，幼児の

健全な発達のために重要である．しかし，近年の幼児を取り巻く環境を見てみると，

少子化や核家族化，近所付き合いの減少などの影響もあり，日々の生活の中で他者と

かかわる機会が減ってきている．また，地域によっては，1 つの幼稚園や保育所に所

属する保育者や幼児の人数が減少傾向にあり，今後幼児の貴重なかかわりの場がます

ます縮小する懸念がある．そこで我々は，かかわりの場を広げる道具として，パーソ

ナルコンピュータ（以下，PC と記す）とインターネットに着目した． 
本稿では，幼児のかかわりの場を広げ，多くの他者との多様なかかわりを提供する
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ことを目的とし，インターネットに接続した PC を，自由遊びなどの時間に，絵本な

どと同様の幼児だけでも利用できる遊具の 1 つとして利用することを検討する．さら

に，利用方法の具体的な一例として，電子掲示板システムの利用を提案し，一つの幼

稚園内からの利用に限定した形で行った試行について報告する．なお，このかかわり

の場の中に，幼稚園教諭や保育士を目指す保育者養成校（本稿では，幼稚園教諭養成

課程と保育士養成課程を有する学校を保育者養成校と記す）の学生を参加させること

で，学生にとって有益な多くの経験を積ませることができる可能性もあると考えてい

る．本稿では，この点についても提案する． 

2. 幼稚園・保育所におけるインターネットを介したコミュニケーション 

2.1 コミュニケーションの形態 
 インターネットを介したコミュニケーションとしては，Skype Technologies 社の

Skype や，Microsoft 社の Windows Live Messenger のような動画や音声，テキスト等を

利用したチャット（テレビ電話），電子掲示板，電子メールを利用した方法などが挙げ

られる． 
教育現場でのテレビ電話を利用した学校間交流学習は，小学校間の交流学習 3)や，

小学校・幼稚園間の交流学習 4)など，様々な場所で行われている．インターネットを

介しているとはいえ，画像と音声を用いたリアルタイムなコミュニケーションが可能

であり，フェースツーフェースのコミュニケーションに近い形で，幼児のかかわりの

場を広げることができる．しかし，この方法には，お互いがインターネットを利用で

きる状況でなければ利用できないという欠点がある．そのため，特別な行事としてお

互いが時間を合わせて一斉にやり取りをする場合には問題ないが，積み木や絵本など

と同じように，幼児が興味を持った時に自由に利用できる遊具の 1 つとして利用した

場合，幼児が利用しようとしても，相手の幼稚園・保育所の幼児や保育者養成校の学

生がインターネットを利用できる状況でなければ利用できないという問題が発生する．

お互いの幼稚園・保育所の自由遊びの時間を揃えるなどした上で，時間を限定して利

用できるようにする方法も考えられるが，相手の幼稚園・保育所の幼児が別のことに

夢中になり興味を示さなければ，やはり利用することはできない． 
 そこで，本稿では，電子掲示板を利用したコミュニケーションを提案する．電子掲

示板は，フェースツーフェースのコミュニケーションとは大きく異なる形態であるが，

幼児のかかわりの場を広げられる可能性がある．また，相手の状況に影響されずに，

幼児が興味を持った時に自由に投稿・閲覧でき，一般的な遊具の 1 つとして利用しや

すいという利点もある．なお，電子メールにも同様の利点があるが，主に個人同士の

やり取りに用いられるものであり，かかわりの場を広げるという今回の目的とはそぐ

わないと考え，電子掲示板の利用を提案した． 

2.2 インターネットを介したコミュニケーションの問題点 
幼児期にインターネットを介したコミュニケーションを体験させることには，いく

つかの危険性も考えられる．例えば，幼児が成長し自分でインターネットを活用する

際に，社会的に問題となっている出会い系サイトなどのサービスへの警戒感を薄めて

しまう危険性がある．また，電子掲示板を介したコミュニケーションでは，相手も同

じ人間であるという実感が乏しくなり，相手の気持ちを考えないコミュニケーション

となってしまう危険性もある．幼児期にインターネットを体験させる際には，保育者

がやり取りの様子を適宜観察し，問題のある発言などがあった場合には注意やフォ

ローをする，幼児にインターネットの危険性について説明する，インターネットの先

には人間がいるということを強く実感させるなど，これらの危険性を軽減するための

努力も必要である． 

3. 幼児用電子掲示板システム 

 本章では，2.1 節で提案したコミュニケーションを提供する「幼児用電子掲示板シ

ステム」について述べる． 
 

3.1 幼児用電子掲示板システムの基本設計 
（1）絵と音声によるコミュニケーション 
 一般的な電子掲示板は，テキストによるコミュニケーションが中心である．しかし，

幼児を対象とした場合，テキストで自分の気持ちを伝えたり，PC にテキストを入力し

たりすることが，困難な場合がある．そこで本システムでは，テキストよりも気持ち

が伝えやすく，入力も容易な，絵と音声によるコミュニケーションを提供する． 
 
（2）紙ベースの投稿・返信 
 一般的な遊具の一つとして PC を利用するためには，専用の教室ではなく，幼児が

普段生活している各組の部屋の中で利用できることが必要である．このような利用形

態の場合，予算やスペースの関係から，各組に多くても数台程度の PC しか設置され

ないことが予想される．そのため，投稿する絵を，ペンタブレット装置などを用いて

PC 上で描いた場合，1 枚の絵を描くのに時間がかかり，利用したくても利用できない

幼児が多く発生する危険がある．また，PC の利用に対しては，眼が悪くなるなどの身

体的な悪影響を懸念する意見もあり，長時間連続して PC を利用するような状況は望

ましくない．そこで本システムでは，スキャナとプリンタを利用し，「紙に描いた絵を

スキャナで取り込み投稿できる機能」と，「届いた絵をプリンタで印刷し，その紙に直

接コメント（レス）を描ける機能」を提供することで，紙ベースの投稿・返信を実現

する．これにより，投稿・返信のために PC を利用する時間が短くなり，少ない台数
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の PC でも問題なく運用でき，身体的な悪影響も軽減できると考える． 
 
（3）幼児だけでも利用可能 
 PC を一般的な遊具の一つとして利用するためには，保育者のサポートなしに，幼児

だけでも利用できることが重要である．そこで本システムでは，ボタンのキャプショ

ンを文字だけではなくアイコンでも示すなどの工夫を行い，幼児だけでも利用できる

ユーザインタフェースの実現を目指す． 
 

3.2 幼児用電子掲示板システムの試作 
第 3.1 節で述べた基本設計に基づき，幼児用電子掲示板システムの試作を行った．

本システムの代表的な画面を図 1 に示す． 
 

 
図 1 幼児用電子掲示板システムの代表的な画面 

最初に，投稿する絵を適当な紙に描画する．その紙をスキャナにセットして図 1 の

投稿ボタンを押すと，スキャナが自動的に起動し，PNG 形式で絵が取り込まれる．ス

キャナを利用する場合には，用紙サイズや解像度などを設定する画面が表示されるこ

とが多いが，本システムは自動的に標準の値（解像度 100dpi）を設定し，それらの画

面を表示しない．なお，絵を描いた紙がスキャナ上のどこに置かれていても取り込め

るように，常にスキャナが取り込める最大範囲の画像を取り込むようにしている． 
次に，図 2 のような音声を録音するための画面が表示される．マイクが描かれたボ

タンを押し，PC 用マイクを利用して音声を録音する．音声は WAV 形式（ビットレー

ト 705kbps）で保存され，最大 15 秒録音できる．絵と音声が正しく取り込めたら，「○

おくるボタン」を押すと投稿される． 
投稿された絵は，図 1 の左側に 3 枚ずつ縮小表示される．表示された絵または上下

の矢印ボタンをクリックするか，スクロールバーを操作することで別の絵を見ること

ができる．なお，絵と一緒に投稿された音声は，絵が表示された時に自動的に再生さ

れる．返信したい絵があった場合には，印刷ボタンを押してその絵を印刷する．印刷

された絵の上に直接コメントを描画し，再度投稿の操作を行うことで返信する． 
幼児の興味を引き付けるために，幼児が本システムを利用していない時に新しく絵

と音声が投稿された場合には，「ピンポン」という音声を再生し，自動的に新しく投稿

された絵と音声を表示・再生する． 
 

 
図 2 録音画面 

 

投稿された絵の一覧 

投稿ボタン 印刷ボタン 音声再生ボタン 
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4. 幼稚園での試行 

4.1 試行の手順 
第 3 章で試作した「幼児用電子掲示板システム」の有用性と問題点を検討するため

に，東京成徳短期大学附属第二幼稚園に御協力頂き，一つの幼稚園内の利用に限定し

た形での試行を行った．なお，東京成徳短期大学附属第二幼稚園は，教室に 1 台の PC
を設置しているが，PC を利用した保育を日常的には行っていない． 

試行に関するデータを表 1 に，使用した機器を図 3 に示す． 
 

表 1 試行に関するデータ 
日時 2009 年 11 月 20 日（金）14:00～15:05 
場所 東京成徳短期大学附属第二幼稚園 ホールと教室 1 部屋 

参加人数 年中少グループ（ホール）： 
年中（4 歳児組）の男児 1 名 
年少（3 歳児組）の男児 1 名 
幼稚園のあずかり保育担当教師 1 名 
著者（工学専門）1 名 

年長グループ（教室）： 
年長（5 歳児組）の女児 2 名 
著者（保育専門）1 名 
著者（工学専門）2 名 

※相手グループの幼児と，普段親しくコミュニケーションを

取りあっていないことを確認している 
使用 PC Panasonic Let’s note LIGHT CF-R8WW1AJR×2 台 

OS：Microsoft Windows Vista Business 
CPU：Intel Core 2 Solo 1.4GHz 
メモリ容量：2GB 
HDD 容量：160GB 
画面サイズ：10.4 インチ 

その他の 
機器 

フォト複合機（スキャナ・プリンタ）EPSON PX-501A×2 台

PC 用マイク×2 本 
スピーカ×2 台 

ネットワーク

環境 
54Mbps（無線接続） 

 
図 3 ハードウェア環境 

 
表 1 に示した機器を幼稚園のホールと教室１部屋に１セットずつ計 2 セット設置し

た環境で試行を実施した．試行の手順を次に示す．なお，本システムは，基本設計で

述べた通り幼児だけで利用できるユーザインタフェースの実現を目指しているが，今

回は前段階の試行であるので，あずかり保育担当教師および著者が適宜助言を行った． 
 
（1）幼稚園のホールで，A4 サイズの白紙にマーカーを使って投稿するための絵を

描いてもらった（図 4 上段）． 
（2）幼児を表 1 に示した 2 つのグループに分け，年長グループの幼児 2 人は教室

へ移動してもらった． 
（3）年中少グループの幼児 2 人に，ホールから手順（1）で描いた絵を投稿しても

らった．音声は自由に話してもらった（図 4 中段）． 
（4）投稿された絵と音声を自由に閲覧・印刷できることを説明した上で，年長グ

ループの幼児 2 人には，手順（3）で投稿された絵と音声に対して返信をする

よう促した（図 4 下段）．その後は，本ツールを自由に利用してもらった． 
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図 4 試行の様子 

4.2 試行の様子 
 PC の操作は，マウスではなくノート PC のホイールパッドで行った．幼児には難し

いのではないかと危惧したが，最初に操作方法を簡単に説明するだけで，問題無く操

作をすることができた．投稿された絵と音声の一部を図 5，図 6 に示す． 
手順（3）で年中少グループの幼児 2 人が絵と音声を投稿したが，マイクに向かっ

て一人で何かを話すことが難しく，当初は何も録音することができなかった．そのた

め，あずかり保育担当教師や著者が，「お名前は」，「何を描いたの」などと幼児に尋ね，

会話をするような形で録音を行う必要があった．また，普段の自分の声と録音した音

声とが異なるため，自分の音声が録音されたデータを再生しても，自分の声であるこ

とに気がつかないことがあった．なお，年長グループの幼児は，最初に幼児から「何

を話せばいいの」と質問されたので，著者が「感想を言えば」と答えたところ，それ

以降は自分たちで録音を行えていた． 
手順（3）の投稿後，年中少グループの幼児に，絵と音声が年長グループの幼児に

も送られ，しばらくしたら返事が届くことを伝えると，絵と音声が「お姉ちゃん達に

（届く）」と，嬉しそうに話していた．手順（4）では，手順（3）で投稿された絵と音

声を閲覧した年長グループの幼児 2 人に対し，絵を印刷し，それに絵を描き加える形

で返信をするよう促した．幼児から，「他の人の絵に描き加えていいの」と心配するよ

うな発言があったが，「むこうの部屋にも同じ絵があるから大丈夫」と説明すると，安

心した様子で絵を描き加え始めた．年長グループからの返信を待つ間に，年中少グルー

プの幼児 2 人は，新たな絵を描き，さらに投稿していた．年長グループの幼児 2 人が

返信した際に，絵が「うまいですね」，「すごい上手です」と音声を録音した．その音

声を聞いた年中少グループの幼児 2 人は，褒められたことをとても喜び，周りにいた

教師たちに，絵が「上手だねって言われた」と笑顔で話しかけていた．その後，それ

に対する返信を積極的に描き始めた． 

5. 考察 

（1）電子掲示板を介したコミュニケーションについて 
参加した幼児は，全員楽しそうに電子掲示板を介したコミュニケーションを体験し

ていた．また，年中少グループの幼児が描いた紙の一部を黒く塗りつぶして暗闇を表

現しただけの絵を閲覧した年長の幼児が，「お化け屋敷」という音声によって相手の気

持ちを察し，「お化け屋敷ならお化けを描かないと」と言いながらお化けを追記した事

例が見受けられた（図 6）．この返信を受け取った幼児は，「これこれ，お化けがでて

くる」などと言いながら，とても嬉しそうにしていた．一つの幼稚園内の利用に限定

した短時間の試行ではあったが，これらのことから，電子掲示板を介しても，十分コ

ミュニケーションを取れることが示唆されたと考える． 
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（音声の括弧内は，あずかり保育担当教師や著者の発言である） 

図 5 投稿された絵と音声の一部（1） 

 
（音声の括弧内は，あずかり保育担当教師や著者の発言である） 

図 6 投稿された絵と音声の一部（2） 
 
（2）音声の効果と問題点について 

音声によって絵の内容や気持ちを正確に伝えることができるので，コミュニケー

ションを取る上でとても有益であった．しかし，年中・年少の幼児にとっては，応答

の無い PC に向かって何かを話すということが難しく，あずかり保育担当教師や著者

が，幼児と会話をしながら録音をする必要があった．録音時に無音状態が一定時間以

上続いた場合には，画面に「なにをえがいたの？」などの質問を自動表示するなど，

何らかの補助が必要であると考える． 
 

（3）PC 操作について 
 本システムでは，様々な操作に Windows の標準のボタンを利用しているが，幼児に

とっては押したことが分かり難かったのか，同じボタンを連続して押してしまうこと

があった．同一ボタンが短時間に連続して押された場合には，2 回目以降のボタン操

返信 

投稿者：年長グループ 
音声：怖そうですね 
ファイルサイズ（画像）：2.35MB 
ファイルサイズ（音声）：0.46MB 

投稿者：年中少グループ 
音声：（これ何ですか） 

お化け屋敷 
（ちょっと怖いかな） 
うん，こわいよ 
（お化け屋敷好き） 
好き 

ファイルサイズ（画像）：1.97MB 
ファイルサイズ（音声）：1.34MB 

返信 

投稿者：年中少グループ 
音声：こんにちは 

（お名前は） 
自分の名前 
（何を描いたの） 
K 先生の顔 

ファイルサイズ（画像）：1.93MB
ファイルサイズ（音声）：1.34MB

投稿者：年長グループ 
音声：すごい上手です 
ファイルサイズ（画像）：2.28MB
ファイルサイズ（音声）：0.56MB

返信 投稿者：年中少グループ 
音声：ありがとう 

（お姉ちゃん描いたんだよね）

うん 
（お姉ちゃん描きましたって）

お姉ちゃん描きました 
（リボンが付いてるの） 
うん 
（リボンが付いてます） 
リボンが付いてます 

ファイルサイズ（画像）：1.68MB 
ファイルサイズ（音声）：1.34MB 
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作を無効にするなどの改善が必要であると考える．また，絵をスキャナで取り込む際

に，紙の向きを間違えて置いてしまうことがあった．このような，軽微な問題がいく

つか発生したが，基本的には，最初に一度だけ説明を行えば，幼児だけでも十分 PC
操作を行えていた． 
 
（4）ファイルサイズについて 
 本システムでは，絵を描いた紙がスキャナ上のどこに置かれていても取り込めるよ

うに，常にスキャナが取り込める最大範囲の画像を，PNG 形式で取り込んでいる．ま

た，音声は，WAV 形式で保存しており，無音部分を削除するなどの処理は行っていな

い．そのため，図 5，図 6 で示した通り，絵は 2MB 前後，音声は最大で 1.34MB（15
秒録音した場合）と，電子掲示板に投稿するには，非常に大きなファイルサイズになっ

てしまった．空白部分・無音部分の削除や，解像度・ビットレートの調整，他の形式

での保存などを検討する必要があると考えている． 
 
（5）返信について 
 本システムは，絵をプリンタで印刷し，その紙に直接コメントを描いて返信するこ

とを想定していた．しかし，実際には，図 5 の 2 回目の返信のように，白紙に新たな

絵を描いて返信する事例が見受けられた．このような場合，今回は参加人数が少なかっ

たため，どの投稿に対する返信であるのかをすぐに判別することができたが，参加人

数が増えた場合には，返信元と返信の対応関係が分からなくなってしまう危険性があ

る．そこで，今後は，絵と返信元の投稿を示すバーコード，または，返信元の投稿を

示すバーコードだけを印刷する機能を追加し，返信時にそのバーコードを読み取るこ

とで，システムが返信元の投稿がどれであるのかを判別できるようにする．さらに，

その情報を基に，ツリー表示などの方法で各投稿の関係を分かりやすく表示すること

で，どの投稿に対する返信であるのかを一目で判断できるようにすることを予定して

いる． 
 
（6）保育者養成校の学生の参加について 

第 1 章でも述べたように，このかかわりの場の中に，幼稚園教諭や保育士を目指す

保育者養成校の学生を参加させることで，学生にとって有益な多くの経験を積ませる

ことができる可能性があると考えている．そこで，平成 22 年の秋に，東京成徳短期大

学附属第二幼稚園の幼児と東京成徳大学子ども学部の学生とで，今回の試行と同様の

試行を行い，その効果を検討する予定である． 

6. 終わりに 

本稿では，幼児に，多くの他者との多様なかかわりの機会や場を提供することを目

的とし，インターネットに接続した PC を，幼児だけでも利用できる遊具の 1 つとし

て利用することを検討した．さらに，具体的な利用方法の一例として，「幼児用電子掲

示板システム」を提案・試作した．幼稚園での試行を行った結果，一つの幼稚園内の

利用に限定した形態ではあったが，電子掲示板を介しても，十分コミュニケーション

を取れることが示唆された．一方で，音声録音が難しいなどのいくつかの問題や課題

が明らかになった．また，複数の幼稚園・保育所で利用し一度も顔を合わせたことの

ない幼児同士で行った場合や，一般の電子掲示板のように返事がすぐに来るとは限ら

ない場合でもコミュニケーションが取れるかなど，まだまだ検討しなければならない

点も多い．今回の試行で明らかになった問題を改善するとともに，様々な試行を重ね，

より詳細に検討していくことを今後の課題とする． 
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